
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１９６９年７月２０日。人類が初めて月

面に降り立ちました。アポロ 11 号で月面

着陸したアームストロング船長の第一声

は、あの有名な言葉です。「一人の人間に

とっては小さな一歩だが、人類にとって

は大きな飛躍である」。あれからほぼ半世

紀。月旅行ができる日も近いといわれて

いますが、全ては小さな一歩からですね。 

税理士法人早川・平会計 

〒101-0048  

東京都千代田区神田司町 2-10 安和司町ビル 2F 

電話：03-3254-2171 ＦＡＸ：03-3254-2174 

http://www.ht-tax.com 

mail：y.taira@ht-tax.com 

【利用者のニーズを的確に捉えて進化中】 

高速道路に宿泊施設を備えたサービスエリア（ＳＡ）が急増しています。特産品やグ

ルメなどが旅の途中に楽しめると人気のＳＡですが、宿泊施設やコインシャワーなど

は長距離ドライバーに向けたサービスです。宅配荷物の増加に伴い人手不足に陥った

運送業界で、負担を強いられたドライバーが安全で快適な運転ができるためのサポー

トが模索されています。観光目的のドライブでも物流を担う大型トラックでも、利用

者たちのニーズを的確に捉えた進化は続いています。 

【
イ
ー
ト
イ
ン
は
１
０
％
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
は
８
％
】 

 

来
年
の
平
成
三
十
一
年
十
月
一
日
に
消
費
税
率
は
１
０
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
引
き
上
げ
の
際
に
は
、
特
定
の
品
目
だ
け
を

８
％
に
据
え
置
く
軽
減
税
率
制
度
も
実
施
さ
れ
ま
す
。
気
に
な
る

そ
の
「
特
定
の
品
目
」
で
す
が
、
酒
類
・
外
食
を
除
く
飲
食
料
品

と
週
２
回
以
上
発
刊
さ
れ
る
新
聞
（
定
期
購
読
契
約
に
基
づ
く
も

の
）
が
対
象
に
な
り
ま
す
。 

例
え
ば
夕
食
用
に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
購
入
す
る
肉
や
野

菜
、
牛
乳
や
パ
ン
な
ど
は
軽
減
税
率
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
一
方
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
お
店
で
飲
食

を
し
た
場
合
は
、
軽
減
税
率
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
そ

こ
で
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
た
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
な
ど
は
軽
減
税
率
が

適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
宅
配
ピ
ザ
で
注
文
し
た
ピ
ザ
な
ど
は
軽
減

税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
を
利
用
し
た
場
合
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
対 

象
品
目
の
線
引
き
が
さ
ま
ざ
ま
な
の 

で
購
入
者
も
混
乱
し
そ
う
で
す
が
、 

売
る
側
の
お
店
は
そ
れ
以
上
に
混
乱 

し
そ
う
で
す
。
取
り
扱
う
商
品
な
ど 

に
よ
っ
て
は
、
複
数
の
税
率
を
使
い 

分
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ケ
ー
ス
も 

出
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
そ
れ
に
よ
り
レ
ジ
や
受
発
注
シ

ス
テ
ム
を
、
新
た
に
導
入
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
に
な
る
中
小
企
業
や
小
規
模

事
業
者
等
に
は
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
「
軽
減
税
率
対

策
補
助
金
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
１
年
以
上
あ
り
ま

す
が
、
今
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
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【商売のＴ／Ｒ比バランスは保たれていますか？】 

 

夏の日差しを受けて植物がぐんぐんと育つ季節。見上げるほどの

大木を見ると、さぞかし根っこも立派なのだろうと想像します。

植物の世界には「Ｔ／Ｒ比」という法則があります。地上に見え

ている幹や茎や葉の部分（Top）と、地下にある根っこの部分（Root）

の重さの比率はほぼ一定でバランスを保っているという法則で

す。健全に育っている植物のＴ／Ｒ比は３～４。もしも根っこが

切れてしまったら、樹木は自ら枝葉を落として正常なＴ／Ｒ比を

保とうとするそうです。逆に枝葉が折れてしまったら根の量を減

らしてバランスを保つという自然界の不思議な法則です。地上に

見えている部分は全体の７割くらいですが、大きな木を支えてい

るのは言うまでもなく根っこの部分。見えていない３割が地下で

木を支えているわけです。根っこが十分に発達していないと木は

倒れてしまいます。地下で根っこが深く広く根ざしていくほどに、

地上では幹や葉っぱが縦に横にと伸びていく。 

書籍『奇跡のりんご』で知られる木村秋則さんが「植物を手本に

して生きれば、間違いはない」と言うように、植物だけでなく勉

強でもスポーツでも商売でも、根っこがしっかりしていることは

とても重要です。けれど、どうしても表面的なものを求めたり、

目先のお金を追いかけてしまったりと、枝葉にばかり意識が向い

てしまうことはありませんか。 

それは商売のＴ／Ｒ比が崩れている状 

態でしょう。一見、華やかな成功を収 

めている人が、実は陰で人の何倍も努 

力していたという話は美談で終わりが 

ちですが、表面的な結果が大きければ 

大きいほど見えないところでしっかり 

と根を張っていることを、改めて心に刻んでおきたいものです。

ところで「大地にしっかり根を張って」という話をすると、その

大地がもともと荒れ果てていたら根の張りようがないと返す人が

います。何でも環境のせいにしていては、根を張る前に種まきさ

えもできません。数ミリでも隙あらばコンクリートの割れ目から

も顔を出す雑草のたくましさがまぶしく感じられます。 

【ブラックペアン１９８８】 
バブル景気真っ盛りの１９８８年、
大学病院を舞台に１人の研修医が
成長していく姿を描いた医療ミス
テリー。患者のた 
めに医師はどうあ 
るべきかをテーマ 
にブラックペアン 
（止血鉗子）の真 
実に迫ります。衝 
撃的なラストが胸 
を震わせます。 

大きな功績を残そうと

意気込み過ぎず、無理

のない範囲でやるべき

仕事をちゃんとこなし

て地盤を固めれば吉！ 

心が揺らいで粘り強く

努力することが面倒に

思えてしまう運勢。意

識を集中して丁寧な仕

事を心掛けましょう。 

目の前の仕事に全力を

注ぐことで吉運がさら

にＵＰします。謙虚さ

をもって臨むことで評

価も上昇しそうです！ 

職場の雰囲気や仕事の

内容に変化が起こりや

すい月。方向転換をす

るよりも現状維持に徹

した方が吉でしょう。 


